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　あ と が き

本誌は 1928年に
久保猪之吉によっ
て「耳鼻咽喉科」
として創刊され，
1988年に「耳鼻咽
喉科・頭頸部外
科」と改題いたし
ました。

［編集顧問］
佐々木　好久
坂井　真
八木　聰明
竹中　洋

［編集委員］
吉原　俊雄
小川　郁
丹生　健一
鴻 信義

　是非，動画をチェック！　4号の特集は「内視鏡手術の上達のポイント」です。
耳鼻咽喉科領域の内視鏡手術を網羅したもので，年度初めにふさわしい内容となっ
ています。特筆すべきことは手術の実際の動画にアプローチ可能なことで，本誌に
とっても従来の耳鼻咽喉科月刊誌に比べても，執筆者の力のみなぎった，エポック
メーキングな企画です。
　また，原著も 2編掲載していますが，診療所の先生からの貴重な症例の報告で，
日常の診療 activityの高さを示しているものと思います。今後も多くの先生からの
投稿を期待しています。
　私ごとになりますが，今回のあとがきを最後に『耳鼻咽喉科・頭頸部外科』誌の
編集委員を勇退することとなりました。2004年から 12年以上にわたり編集企画・
査読などに関わって参りましたが，大変多くのことを勉強させていただきました。
2004年に東邦大学元教授の故小田　恂先生の後任として加入，八木聰明先生，竹中　
洋先生という大先輩に混じって，編集委員を務めました。その後，竹中先生の後任
の丹生健一先生と 3人で編集，そして八木先生の後任に小川　郁先生を迎え，本年
度の増刊号まで企画運営に携わってきました。臨床に直結する診断，治療法の変
遷，学術的な進歩などを編集委員として，また医学書院の担当者の方々と共に歩め
たと自負しております。小生の後任として鴻　信義先生が編集委員として参画され
ますが，さらに新しい風が吹き込まれ，多くの耳鼻咽喉科・頭頸部外科医に一層愛
読される雑誌になると確信しております。また，編集委員は企画論文のみでなく，
投稿原著論文の大切さも常に念頭に置いておりますことが，本誌の特徴でもありま
す。是非多くの先生からの優れた論文投稿をお待ちしています。私自身，今後も
『耳鼻咽喉科・頭頸部外科』誌を手元に置き勉強させていただくつもりです。
 （吉原俊雄）
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